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アドプト活動から広がっていく、「想い」をしっかり見据える。 

笑働 OSAKAを立ち上げて、２年。大阪府がアドプトプログラム導入 10周年を機に立ち上げたプ

ロジェクトです。「自分の住んでおられる地域の清掃をしていただき、そこから出たゴミは行政で引

き取りますよ」 というのがアドプトの原型ですね。 

ところが、そこに住んでいる方、働いている方は、清掃しているだけにとどまらず、木や花を植えた

り、防犯に取り組んだり、介護や教育を考えたり・・。どんどん広がっていくんですよね。地域を少し

でも良くしようと汗をかいておられる。 

 



そういった自立・自律の活動が、さまざまな地域で、一歩ずつ着実に根付きつつあります。笑働

は、まず、その方たちに「感謝」するところからはじめたい。 そして、その「広がり」をしっかりと見つ

め、受け止めていく。そうやって、みなさんと一緒に手を携えていければ、2倍、3倍の豊かさが実

現できるんじゃないかなと考えています。 

大阪府には「みどりの大阪推進計画 みどりの風を感じる大阪を目指して」というプロジェクトがあ

ります。 ヒートアイランド現象によって、大阪は他の主要都市と比べて夏の気温が高い。  

計画にあたり、大阪芸術大学の学生たちが、沿道の将来をイメージした巨大ジオラマを造ってくれ

ました。また、信用金庫では「みどりの風定期」を販売し、その収益で花の種を提供していただい

たり、地方銀行では、緑化にともなう店舗などの立て替え費用のローン割引とか、資材をディスカ

ウントしてくれる企業、植栽のためにセットバックして建築する飲食店・・。地域住民、企業、学校、

それぞれが、大阪に風を通そうと、自分たちが出来ることから実践されている。本当に有り難いこ

とだなと思います。まさに「感謝」ですね。 

  



民間にしかできないこと、行政にしかできないこと。 

都市整備や土木といった仕事の原点は、つくるということ。つくるのが本業かもしれませんが、つく

ったものをしっかり使ってもらわないといけません。 

もっと言うと、みなさんが「どんなまちにしたいのか」「どんな営みをしたいのか」そういったことを、

一緒に考えて、一緒につくっていく。そんな姿勢が大事なんだと思います。 

府民や企業などの想いやアイデアを合わせることによって、にぎわいや、豊かさが生まれます。そ

んなときに行政は、先導とか主導をしては、ぜったいあかんと思うんです。 企業にとっても、社会

貢献というよりは、本業で参画できる仕組みであれば恊働しやすいし、行政が考えるより、ダイナ

ミックな発想や実行力を持っておられる。 

 

  



そこにビジネスチャンスがあったら、どんどんチャレンジし、自由に営業活動をしていただいたらい

いんじゃないかなと考えています。行政の役割は、みなさんをアシストし、さまざまな人が参画しや

すいプラットフォームづくりに徹したほうがいい。そうして築き上げたものを、しっかりと維持管理す

る。これは行政にしかできない重要な仕事です。 

 

今という時代だからこそ、笑働の役割は大きい。 

「水都大阪フェス」のような参加型のまちおこしや「みどりの大阪推進計画」でのコミュニティづくり

など、「自分たちのまちを、自分たちでつくる」という機運が高まっています。 

各地域で活動されている、さまざまな団体や、それをサポートする企業、積極的にボランティアを

行っている年配の方や若い学生・・。それぞれは小さな点かもしれないけど、それを、しっかりとつ

ないで、広げていくことによって、「大阪の未来図」を描くことができるんじゃないかなと思います。 

行政と各地域のつながりだけではなく、活動をされている地域同士での情報共有ができるような

仕組みづくりや、企業や学校が連携しやすいフィールドづくりなど・・。 

そうやって、府民が、オール大阪で取り組んでいく「大きな力」を生み出していくことが、笑働の果

たす役割なんだと思います。そのために、みなさんと一緒に汗をかいて、がんばらないといけませ

ん。 

  



笑働だと思ったら、すべて笑働につながる。 

僕は笑働のことを考える際に大事なのは、「心構え」だと常に思っています。現代はフェイストゥフ

ェイスの会話が減ってきています。仕事でもメールで隣の人に伝言をするとかね。 

 同僚や上司という人間関係をはじめ、横の部局・課をつないだり、行政と地域、企業間・・・。我々

の仕事は組織で動いているので、例えば、大きな工事をする場合に、やはり組織に暗黙知の経験

が詰まっていないと危ういなと思うんです。 

 府民であれ、企業であれ、行政であれ、そこには、必ず「人」がいます。あたりまえのことだけど、

ものすごく重要なことですね。 笑働とは、つないでいく仕事。しかも行政全体で取り組んでいくべ

きプロジェクトです。人と人が顔を付き合わせ、とことん話をして、理解し合って、想いを共有しなが

ら、進んでいかないといけません。 

 



だからこそ「心構え」を常に DNA として刻んでおくことが大事です。それさえあれば、僕は、ひとり

ひとりの職員が「これは笑働だ！」と思えば、すべて笑働につながっていくんじゃないかなと思って

います。 


